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道内の自治体では，現在，道内で産出・加工された木材（道産材）を
用いて，公共建築物などの内装の木質化を進めています。
それらの建物では，防火制限を受けることが多く，内装木質化には
燃焼を押さえる薬剤を注入した木材（防火木材）が必要になります。し
かし，主要な道産材（カラマツ，トドマツ）は，薬剤の注入性が悪いため，
これまで道内企業では防火木材の製品化に至っていません。
本研究では，道産材を用いた木質防火材料について，標準的な製品
の製造技術を確立しました。

１．薬剤の注入処理条件の検証

木材への薬剤の注入量は，減圧加圧注入処理装
置を用いた試験の結果，木材の厚さを薄くする等で，
増加する傾向がありました（図１）。
過去の知見から，厚さが８.５ｍｍ以下の木材を用
いれば，防火木材に必要な薬剤量が注入できること
がわかりました。

２．防火基準を満たす製品構成の決定

防火処理された木材を２枚接着した積層材につ
いて，燃焼試験により防火性能を評価した結果，準
不燃材料の性能をクリアしました（図２）。また，裏
板について適正な薬剤注入量を検討した結果，表
板よりもかなり少なくできることがわかりました。

３．薬剤の白華抑制を考慮した製品の標準仕様の決
定 薬剤の白華は，低吸湿性の薬剤を用いること，
表面をウレタン樹脂塗装することで，湿度90％
RHまで抑制できました。防火性能の試験結果を
踏まえて，製品の標準仕様を検討した結果，図３
のとおり決定しました。

写真1 防火木材の施工事例
（道産ヤチダモ材，JR旭川駅舎）
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図1 木材の厚さと薬剤注入量の関係

木材の厚さを薄くすることで，注入量が増加
しました。
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図2 薬剤注入量と防火性能の関係（ｶﾗﾏﾂ）

１２０ｋｇ/㎥以上で準
不燃材料の基準をク
リアしました

表板
厚 さ 8.5mm以下
薬剤量 カラマツ120kg/㎥以上

トドマツ150kg/㎥以上

裏板
厚 さ 6.5mm以上
薬剤量 50kg/㎥以上

(断面形状による)
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図3 道産防火木材の標準仕様

白華抑制に有効な製品仕様については，(株)ハルキの準不燃スギ材
に活用されました。カラマツ及びトドマツの準不燃木材を製造・販売して
いる企業はまだありませんので，引き続き製造条件の改善を行い，道産
材の高付加価値化に向けた取組を行っていきます。


